
男壮な
2月 10日 、11日 開催された「白鳥まつ り」で

市浦村津軽凧愛好会 (笹 山桂次郎会長)が展示

した、色鮮やかで勇壮な津軽凧Э

まつ り会場に訪れた人たちが足をとめ見入り、

まつ りに華を添えていました。

津軽J17
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r

トムチーA

百

一
チ
ー
ム
、　
一
千
三
十
人
が
登

録
し
て
、
昨
年
四
月
六
日
か
ら
今
年

一
月
二
十
日
ま
で
の
三
百
日
間
展
開

さ
れ
た

「
セ
ー
フ
テ
イ
ー
硼
事
業
」

の
百
万
円
当
選
チ
ー
ム
を
選
ぶ
抽
選

会
が
村
交
通
安
全
総
決
起
大
会
と
併

せ
て
、
二
月
二
十

一
日
に
コ
ミ
セ
ン

抽
選
会
で
は
、
工
藤
助
役
が

「無

事
故

・
無
違
反
の
達
成
率
が
前
年
度

を
下
回

っ
た
の
は
残
念
で
あ
る
。
次

同
の
硼
事
業
は
、
新
た
な
気
持
ち
で

臨
ん
で
ほ
し
い
」
と
あ

い
さ

つ
。
無

事
故
無
違
反
を
達
成
し
た
農
協
グ
リ

＞
抽

選
機

を

回

す
白

川
交

通
安

全

協

会

長

さ
ん
が

「
Ⅷ
事
業
以
外
の
期
間
で
も

無
事
故
無
違
反
を
続
け
て
い
き
た
い
」

と
決
意
表
明
し
、
抽
選
に
入
り
ま
し

抽
選
は
、
無
事
故
無
違
反
を
達
成

し
た
三
十
三
チ
ー
ム
の
関
係
者
な
ど

百
二
十
人
が
見
守
る
中
、
抽
選
機
を

回
し
、
ま
ず
十
チ
ー
ム
を
選
び
、
さ

ら
に
五
チ
ー
ム
に
絞
り
込
み
ま
し
た
。

五
チ
ー
ム
を
対
象
に
し
て
行
っ
た

最
終
抽
選
の
結
果
、
ア
ト
ム
保
育
園

の
職
員
ら
で
構
成
さ
れ
た

「鉄
腕
ア

ト
ム
チ
ー
ム
」
（代
表
・大
沢
ふ
み
子

レ
抽
選
を
見
守
る
参
加
者

さ
ん
）
が
百
万
円
を
獲
得
し
ま
し
た
。

チ
ー
ム
代
表
で
抽
選
に
参
加
し
た
、

秦
優
子
さ
ん
は

「五
チ
ー
ム
に
な
っ

た
時
点
で
選
ば
れ
る
よ
う
な
気
が
し

た
が
、
ま
さ
か
本
当
に
選
ば
れ
る
と

は
」
と
笑
顔
で
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

今
同
の
畑
事
業
で
は
四
十
六
チ
ー

ム
が
無
事
故
無
違
反
を
達
成
し
達
成

の
鋼
事
業

の
六
十
六
％
を
下
回
る
結

果
と
な
り
ま
し
た
。

三
回
目
と
な
る
硼
事
業
は
十
三
年

度
も
四
月
六
日
か
ら
十
四
年

一
月
三

十
日
ま
で
の
三
百
日
間
で
展
開
さ
れ

百
万
円
の
贈
呈
式
は
、
三
月
二
日

に
役
場
村
長
室
で
行
わ
れ
、

「鉄
腕

ア
ト
ム
チ
ー
ム
」
メ
ン
バ
ー
の
二
人

が
出
席
し
ま
し
た
。

報
奨
金
は
、
村
内
の
み
で
買

い
物

が
で
き
る
百
万
円
分
の
商
品
券
と
し

て
、
高
松
村
長
か
ら
手
渡
さ
れ
ま
し

贈
呈
式
に
出
席
し
た
秦
優
子
さ
ん
、

三
和
夏
子
さ
ん
の
二
人
は
、

「
」
れ

か
ら
も
安
全
運
転
に

‘し、
が
け
、
無
事

故

・
無
違
反
を
続
け
て
い
き
た

い
」

と
語

っ
て
い
ま
し
た
。

鉄腕アトムチーム
メンバー

代表 大 沢 ふみ子

秦   優 子

松 橋 悦 子

三 浦 つや子

葛 西 隆 子

三 和 夏 子

秋田谷 牧 子

本 村 ヒ サ

山 田 春 美

吉 田 知 子

(敬 称略)

▲表彰された「鉄腕アトムチーム」



(3 臨ιチろ

＞
前
夜
祭
で
は
、
特
製

「キ
ム
チ
な
べ
」

1蒙口1白鳥まつり
2月 10日、11日の2日間、自鳥まつりが開かれ、

雪甥野棚 露雛霜蔽:蕊
人出でにぎわいましたし:

1白鳥まつりの様子を写真で紹介します。

10

人

カS

無

投

車

当

選

和 田 田 谷 田 藤 良

正
次
郎

（大
　
田
）

清
　
典

（磯
　
松
）

俊
二
郎

（相
　
内
）

長

一
郎

（相
　
内
一

清
　
正

（相
　
内
）

義
　
尚

（相
　
内
）

隆

（相
　
内
）

（届
出
順
　
敬
称
略
）

“
無
敵
”
十
三
山
子
町
内
会

ポ
ー
ツ
大
会
が
村
体
育
協
会

（笹
　
　
が
ソ
フ
ト
パ
レ
ー
ボ
ー
ル
　
ラ
ー

山
精
喜
会
長
一
の
主
催
に
よ
り
二
　
　
一ン
ボ
ー
ル
卓
球
の
二
種
目
で
熱
戦

月
二
十
五
日
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
体
　
　
メγ
繰
り
広
げ
、
会
場
は
熱
気
に
包

育
館
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
　
　
ま
れ
て
い
ま
し
た
，

珍
ブ
レ
ー
　
好
プ
レ
ー
が
飛
び

交
う
中
で
、
十
三
山
子
町
内
会
が

二
種
目
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
」

主
な
結
果
は
、
次
の
と
お
り
で

〔
ソ
フ
ト
パ

レ
ー
ボ

ー
ル
〕

優
　
勝
　
十
三
山
子
町
内
会

〔ラ
ー
ジ
ボ

ー
ル
卓
球
〕

優
　
勝
　
十
三
山
子
町
内
会

準
優
勝
　
太
田
町
内
会

▲熱戦 を繰 り広げたラージボール卓球
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市
浦
村
は
、
鎌
倉
時
代
か
ら
室
町
時

代
に
か
け
て
、
「十
三
湊
」
と
呼
ば
れ
、

津
軽
の
豪
族
安
藤
氏
が
支
配
し
た
北
日

本
を
代
表
す
る
港
町
と
し
て
繁
栄
を
極

め
て
い
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、
現
在
、

た
く
さ
ん
の
歴
史
的
に
価
値
の
あ
る
文

化
財
や
遺
跡
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
村
で
は
昭
和
六
十
二
年
二

月
十
四
日
に
市
浦
村
文
化
財
保
護
審
議

会

（以
下
、
審
議
会
）
を
設
置
し
、
歴

史
的
に
価
値
の
あ
る
も
の
を

「指
定
文

化
財
」
と
し
て
保
護
、
活
用
し
よ
う
と
、

こ
れ
ま
で
調
査
、
審
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
二
月
十
九
日
に
行

わ
れ
た
今
年
度
四
回
目
の
審
議
会
に
お

い
て
、
「相
内
蓮
華
庵
の
板
碑
」
な
ど
三

点
を
指
定
す
る
た
め
、
教
育
委
員
会

（丁
子
谷
悟
委
員
長
）
に
答
申
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
、
三

月
二
日
に
開
か
れ
た
教
育
委
員
会
で
、

指
定
文
化
財
と
し
て
三
点
が
承
認
さ
れ

審
議
会
、
教
育
委
員
会
で
は
、
今
後

も
村
の
文
化
財
と
し
て
価
値
の
あ
る
も

の
を
調
査
、
審
議
し
て
保
存
し
て
い
く

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

文

化

財

番

号

及

び

写

真

① ②

名 称 磯「松 の 一 本 松

文化財
の種類

有 形 文 化 財 有 形 文 化 財 天 然 記 念 物

指

定

に

値

す

る

特

徴

な

ど

①安藤氏と関係深い板碑で、安藤

氏の盛衰や信迎を示すものであ

②現在、発掘の行われている十三

湊と安藤氏の年代を確実に証明

する石碑である。安藤氏研究上、

一級資料と考えられる。

③西海岸型の板碑で、美しい種子

と荘厳を刻む安藤氏の拠点に共

通 している。

0藤崎町ほか多くの自治体が板碑
を文化財に指定 してお り、市浦

村でも指定すべきである.

①鎌倉時代後期から室町時代

前期の造立で、完全な組み

合わせの五輪塔である。

②保存状況は良好で、発見地

も分かり、美しい姿を残し

③時代、石の産地から、安藤

氏関連の貴重な石造記念物

である。

④中世の五輪塔として非常に

重要であ り、小 じん ま りと

まとまってお り、石造美術

品 として も評価 される。

(])弘前城には、これに匹敵する

大さの松はない.こ のことか

ら、弘前城築城の時代より古

いと判断される]

C'大 さ (周 囲・335ヽ 340cm)、

格好の良さから大切にされて

きたc(神木化 )

3特 に目を引くのは、樹皮の亀

甲型文様の大きさである。こ

の文様の大きさは、この辺で

は類をみない。

-472
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導
一暉
器
箋
委
美
会

二
月
十
八
日
、

「村
民
憲
章
の
具

体
化
を
目
指
し
た
生
涯
学
習
の
マ
チ

づ
く
り
を
推
進
し
よ
う
」
と
第
四
回

市
浦
村
生
涯
学
習
推
進
大
会
が
、
村

民
約

一
五
〇
人
が
参
加
し
て
開
か
れ

開
会
セ
レ
モ
ニ
ー
で
は
、
参
加
者

全
員
で
村
民
憲
章
を
唱
和
し
た
あ
と

平
成
十
二
年
市
浦
村
ス
ポ
ー
ツ
賞
の

授
与
が
行
わ
れ
、
梶
浦
武
也
さ
ん

（十
三
）
と
工
藤
恵
理
さ
ん

（五
所
川

原
商
業
高
校
二
年
）
に
賞
状
と
記
念

品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
あ
と
、

木
村
義
光
教
育
長
が
主
催
者
を
代
表

し
て
あ
い
さ
つ
し
、
高
松
隆
三
村
長

が

「新
世
紀
を
迎
え
て
も
、
い
じ
め

の
問
題
や
家
庭
崩
壊
な
ど
暗
い
話
題

が
多
い
中
で
、
今
、
生
涯
学
習
の
重

要
性
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
今
日
参
加

し
た
み
ん
な
で
考
え
て
ほ
し
い
」
と

お
祝
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た
っ

続
い
て
、　
７
一内
九
山
遺
跡
と
活

力
あ
る
地
域
づ
く
り
」
と
題
し
て
、

縄
文
探
遊
会
理
事
長
の
鳴
海
博
志
さ

ん

（青
森
市
在
住
）
が
記
念
公
演
を

る
地
域
づ
く
り
を
紹
介
し
な
が
ら
、

さ
ん

（左

・
県
民
体
育
大
会
陸
上
競

技

一
〇
〇
Ｍ
優
勝
）
と
工
藤
恵
理
さ

ん

（五
商
高
バ
レ
ー
部
員
と
し
て
県

高
校
総
合
体
育
大
会
優
勝
）

「人
づ
く
り
も
地
域
づ
く
り
の
遊
び

心
が
大
事
□
市
浦
村
で
も
十
三
湊
遺

跡
の
国
指
定
を
目
指
し
て
い
る
こ
民

間
の
盛
り
上
が
り
が
大
切
」
な
ど
と

一
公
民
館
講
座

換
が
行
わ
れ
ま
し
た

．

最
後
に
、
全
体
会
で
教
育
事
務
所

の
鶴
賀
さ
ん
が

「
生
涯
学
習
は
い
つ

ど
こ
で
も
誰
で
も
遊
び
心
で
や
る
こ

と
が
必
要
。
自
分
の
た
め
だ
と
思

っ

て
や
れ
ば
そ
れ
が
地
域
づ
く
り
に
つ

な
が
る
。
人
生
八
十
年
時
代
、
生
涯

現
役
と

い
う
こ
と
で
ま
ず
は
や

っ
て

み
る
こ
と
が
大
事
」
と
講
評
を
行

い
、

参
加
者
に
と

っ
て
生
涯
学
習
に
対
す

る
意
識
を
高
め
る
大
会
と
な
り
ま
し

二
月
二
十
二
日
、
村
子
ど
も
会
育

成
連
合
会

（三
和
悦
穂
会
長
）
と
蟹

田
町
子
ど
も
会
育
成
連
合
協
議
会

（高
森
キ
ク
エ
会
長
）
の
情
報
交
換
会

が
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

こ
れ
は
、
蟹
田
町
の
育
成
者
二
十

モ

一事髪

詢塾

夢

一
人
が
当
村
を
視
察
研
修
す
る
こ
と

を
機
に
開
か
れ
た
も
の
で
、
村
育
成

連
合
会
か
ら
は
会
長
ほ
か
十
人
が
出

席
し
ま
し
た
。
蟹
田
町
で
は
、
平
成

十

一
年
に
小
学
校
が

一
つ
に
統
合
さ

れ
て
お
り
、
子
ど
も
会
活
動
の
大
切

さ
と
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
活
動
の
報
告

が
さ
れ
、
村
で
も
平
成
十
三
年
四
月

か
ら
統
合
に
よ
り
市
浦
小
学
校
が
ス

タ
ー
ト
す
る
の
で
、
子
ど
も
会
の
役

割
な
ど
に
話
題
が
集
中
し
ま
し
た
¨

お
互

い
の
悩
み
と
し
て

「
い
つ
ま

で
も
親
が

一
生
懸
命
や
っ
て
い
て
も

子
ど
も
会
は
成
り
立
た
な

い
．
苦
労

は
か
か
る
が
、
中
学
生
、
高
校
生
リ

ー
ダ
ー
を
育

て
て
い
か
な
け
れ
ば
」

な
ど
と
意
見
が
交
わ
さ
れ
て
い
ま
し

地域ス リ|   り

懸 りば生涯学習
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1月 第 1回 目の『健康測定」を実施 しました。参加 して頂
いた会員の方、ありがとうございました。きっと若返ったあ

なたがいるはずです。またより良い施設や新しい運動プログ
ラムづくりのためのアンケー トも実施 しました。

今回は、アンケー ト結果や前回に続き、会員の方の声を中

心にご報告 します。また健康をテーマとした皆様の短歌も募

集 します (施 設内に募集箱があります)。 採用の方はこの項に

掲載 し、施設からささやかなプレゼン トも用意 しています。

山
　
田
　
セ
イ
子
さ
ん

（脇
元
地
区
）

●
ご
利
用
期
間

●
趣
味

山
歩
き
、
家
庭
菜
園

（じ
ゃ
が

い
も

・
大
根

・
花
な
ど
）

●
好
き
な
プ
ロ
グ
ラ
ム

イ
キ
イ
キ
体
操

こ
れ
か
ら
も
よ
り
良
い
施
設
づ
く

り
や
み
な
さ
ま
の
さ
ま
ざ
ま
な
健
康

問
題
を
解
決
し
て
い
き
ま
す
。

●
会
員
の
方
の
八
十
二
％
が
楽
し
く

当
館
を
利
用
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

●
会
費
は
、
二
十
四
％
が
安
く
感
じ

て
お
り
、
五
十
四
％
が
妥
当
と
感

●
利
用
し
て
か
ら
の
効
果
は
、
順
に
、

肩
こ
り

。
腰
痛

・
膝
痛

・
ス
ト
レ

ス
の
改
善

・
解
消
に
最
も
効
果
が

是
非
、
お
誘

い
合
わ
せ
の
上
、
ご

来
館
下
さ

い
。
あ
な
た
の
健
康
問
題

解
決
し
ま
す
。

●
出
身
地

¨
青
森
県
八
戸
市

●
家
族
構
成

¨
妻

（香
澄

・
カ
ズ
ミ
）

長
男
（魁
人

カ
イ
ト
）

●
趣
味

¨
筋
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
キ

ー

（ウ
ィ
ン
ド
サ
ー
フ
ィ
ン
や
潜
り

●
履
歴

¨
昭
和
四
十
七
年
五
月
二
十

二
日
生
ま
れ

で
、
中
学
か

ら
体
操
競
技

を
選
考
し
、

青
森
山
田
高

校
で
三
年
間

寮
生
活
を
過
ご
し
ま
し
た
□
そ
の
後
、

体
育

・
ス
ポ
ー
ツ
の
専
門
知
識
を
学

び
、
現
在
タ
ラ
ソ
テ
ラ
ピ
ー
を
学
ん

で
い
ま
す
。
ス
キ
ー
は
指
導
経
験
も

あ
り
ま
す
が
、
こ
こ
二
ヽ
三
年
滑
っ

て
い
ま
せ
ん
。
今
こ
の
環
境
を
生
か

し
、
ス
キ
ー
を
始
め
、
趣
味
を
広
め

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
他
に
ス
ポ

行
っ
て
い
た
ボ
デ
イ
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ

が
あ
り
ま
す
が
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の

総
合
的
な
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
機
会
が

あ
れ
ば
御

一
緒
に
い
か
が
で
す
か
？
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平成1

平成12年国勢調査に御協力
いただきまして

ありがとうこざいました。1

青 森 県

人□総数  147万 5635人
男  70万 2437人
女  77万 3198人

世帯数   50万 6466世 帯

グ

国全

人□総数 1億 2691万 9288人
男   6210万 3802人
女   6481万 5486人

世帯数    4703万  954世 帯

※人□及び世帯数は、平成12年国勢調査の要計表を基に集計した「送報値」ですち
後日、1□ の々調査票を基に集計して公表する人□及び世帯数(確定数)と は必ずしも■曇しませんので御留意願います。

ノ

平
成
十
二
年
中

に
お
け
る
救
急
事
故
概
況

に
つ
い
て

一
般
負
傷

473‐



国
民
年
金
で
は
、
学
生
の
皆
さ
ん

に
納
付
特
例
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
．

学
生
か
ら
の
申
請
に
よ
っ
て
、
保

険
料
を
後
払
い
に
で
き
、
し
か
も
、

そ
の
間
に
病
気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残

つ
た
と
き
に
は
年
金
が
受
け
ら
れ
ま

学
生
本
人
の
前
年
の
所
得
が
六
十

八
万
円
以
下
の
場
合
に
承
認
さ
れ
ま

す
の
で
、
殆
ど
の
学
生
が
対
象
に
な

り
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
学
生
の
方
は
、

市
町
村
役
場
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

既
に
二
十
歳
以
上
の
学
生
の
方
は
、

五
月
末
ま
で
に
申
請
す
る
と
四
月
分

か
ら
来
年
三
月
分
ま
で
の
保
険
料
が

対
象
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
二
十

歳
に
な
る
学
生
の
方
は
、
二
十
歳
の

誕
生
日
を
迎
え
た
ら
す
ぐ
に
申
請
し

申
請
が
遅
れ
る
と
承
認
さ
れ
な
い

期
間
が
発
生
し
ま
す
の
で
ご
注
意
く

ま
た
、
こ
の
特
例
制
度
に
よ
っ
て

保
険
料
納
付
が
猶
予
さ
れ
た
期
間
に

つ
い
て
は
、
十
年
以
内
で
あ
れ
ば
納

め
ら
れ
る
事
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
追
納
と
い
い
ま
す
。

学
生
の
皆
さ
ん
は
、
こ
の
特
例
制

度
と
追
納
制
度
を
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
年
金
に
つ
い
て
の
お
問
い
合

わ
せ
は
役
場
住
民
福
祉
課
ま
で

な
六
二
―
二
一
一
一

A・lι チろ (8)

… 購 燿 僣 以 上 の 土 増 取 引 に は

鳳 鰤 旧 囲 n腹-3ま
職 戯 関 で 幌

|::::::::lIIlllllil:ll::l::!:l!!il!l:ll:i::l!!:l!::l:li:lI:li:!!l:l::I:::l::1ll::lli:l:!::Ii:ill!!ll:l:lii:ilililllllllll]l::::

1.国 土利用計画法のね らい

国土利用計画法は、土地の投機的取引や地価の高騰を抑制するとともに、

適正かつ合理的な土地利用の確保を図るため、土地取引について届出制を

設けています。一定面積以上の土地の取引をしたときは、この法律により

知事に届出なければならないことになっています。

2.届 出の必要 な土地取 引

次の条件を満たす土地取引にあたつては、届出が必要です。

イ.取引の形態

O売買 ○代物弁済 ○交換 O共有特分の譲渡 ○営業譲渡

O地 上権・賃借権の設定・譲渡 ○譲渡担保

○予約完結権、買戻権等の譲渡

(*こ れらの取引の予約である場合も含みます。)

口.取引の規模 (面積要件 )

市浦村は、都市計画区域以外の区域となり、10,000ご以上が面積要

件に該当。

ハ.一団の土地

個々の面積は小さくても、権利取得者 (売 買の場合であれば買主)

が権利を取得する土地の合計が上記の面積以上となる場合には届出が

必要です。

3.届 出の手続 き

○届  出  者 土地の権利取得者 (売 買の場合であれば買主)

O届 出 期 限 契約 (予 約を含む。)締結日から2週間以内

(契 約締結日を含む)

○届出書提出先 土地の所在する市町村の国土利用計画法担当課

○主な届出事項 ①契約当事者の氏名・住所等②契約 (予 約を含む。)締

結年月日③土地の所在地及び面積④土地に関する権利

の種別及び内容⑤取得後の土地の利用目的⑥土地に関

する権利の対価の額

4.届 出 を しない と

土地取引に関する契約 (予 約を含む。)を した日から起算 して、 2週 間以

内に届出をしなかったり、虚偽の届出をすると、法律で罰せ られることが

あります。

>お問い合わせ先

市浦村企画財政課

青森県地域振興課土地利用対策班

□Ю2-2111(内 19)ま たは、

石
岡
剛
宗
く
ん
一
級
合
格

第

一
三
〇
回
全
国
商
工
会
珠
算
検

定
試
験
が
二
月
十
六
日
、
村
内
各
小

学
校
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

受
験
者
数
が
二
十
人
で
合
格
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。

▽
一
級

▽
二
級

▽
三
級

▽
四
級

▽
六
級

▽
七
級

▽
八
級

▽
十
級

石
岡
　
剛
宗

一辻
分
珠
算
学
院
）

小
川
　
紘
司

三
分
珠
算
学
じ

吉
田
　
　
亮

三
分
珠
算
学
ヒ

新
岡
　
歩
美

（士
一示
）

平
野
　
美
晴

（辻
分
珠
算
学
じ

藤
田
　
　
英

Ｅ
分
珠
算
学
ヒ

竹
谷
沙
希
子

（辻
分
珠
算
学
院
）

新
岡
　
詳
久

Ｔ

一一̈
小
）

工
藤
　
康
敬

（辻
分
珠
算
学
院
）

秋
田
谷
美
佑

（辻
分
珠
算
学
院
）

松
橋
　
敬
晃

Ｅ
分
珠
算
学
じ

工
藤
あ
り
さ

Ｅ
分
珠
算
学
堕

本
荘
　
　
啓

（辻
分
珠
算
学
院
）

竹
谷
真
希
子

〓
分
珠
算
学
じ
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市浦村の人口と世帯数  平成1331現 在

磯  1松

青森県総合社会教育セ ンターでは、「青森県あすなろ尚学院」の学院生

高齢者の生涯学習 と社会参加活動による生 きがい創造をを目指 した「50

歳以上の方の学習の場」 を開設 しています。あなた も、幅広い分野の学習
をとお して、豊かで充実 した く暮らしをしませんかぃ

1 学習期間

2年 間 16月 から12月 の間
'

選択科目 :県 総合社会教育センター 1青森市荒川字藤戸1197)

●科目「人間関係」「組織化 と,二 営」 など、各地区で年 6回 実施 され

(2)選 択科 目

●「ふるさとコース」「歴史コース」など 8コ ースの中から希望する

1コ ースを選択 し、県総合社会教育センターで年 7回実施 されます。
(2年 目は違うコースを選択 してもらいます。)

※年間を通 して、上記 lヽ 2)両方の科 目を学習することにな ります。
※上記の他に、開講式 と閉講式 (修 了証授与式)は 県総合社会教育セ ン

ターで実施 されます.学 院生は全員参加を原則 とします。
4 入学責格

(1)「 青森県あすなろ尚学院」基礎課程の修了者
12,県 民カレッジ80単位以上を修得済みの方

(3)平 成12年度「青森県あすなろ尚学院」受講認定をお持ちで、県民カレ

ッジと合わせて80単位 (時 間)以 上を修得済みの方

※過去に「青森県あすなろ尚学院」専門課程を修了 した方の再入学はで

5 募集人数

各地区とも20人 (申 込み多数の場合は抽選とな ります。)

6 申込期間

平成13年度 4月 10日 から4月 27日 まで

7 お間い合わせ ,申 込先

青森県総合社会教育センター・研究開発課 80177391251
市浦村教育委員会            8623751

含む)]

県内の交通事故概況



一
ヽ
三
月
の
間
に
、
診
療
所
八
木

田
医
師
の
協
力
を
得
て
各
地
区
で
健

康
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ

は
、
「血
管
に
関
す
る
病
気
」
で
し
た
。

血
管
は
、
つ
ま
先
～
頭
の
て
っ
ペ

ん
へ
と
、
体
全
体
隅
々
ま
で
広
が
っ

て
い
る
も
の
で
す
。
指
先
ま
で
血
液

が
送
ら
れ
て
い
る
た
め
、
体
は
あ
た

た
か
く
、
指
先
の
細
胞
も
生
き
て
い

血
書
に
関
係
す
０
横
気
に
つ
い
て

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。
し
か
し
、

困

っ
た
こ
と
に
こ
の
血
管
に
関
係
し

て
く
る
病
気
は
、
日
頃
皆
さ
ん
が
耳

に
し
た
こ
と
の
あ
る
病
気
と
よ
く

つ

な
が
り
、
時
に
は
大
変
な
病
気
を
引

き
起
こ
す
こ
と
に
も
な
る
の
で
す
。

■

園

目

目

□

年
齢
と
と
も
に
高
く
な
る
場
合
も

あ
り
、
だ
い
た
い
一四
〇
／
九
〇
耐

以
上
で
日
常
生
活
で
の
注
意
が
必
要

〈予
防
〉

ｏ
塩
分
の
と
り
過
ぎ
に
注
意
す
る
。

ｏ

「自
分
の
血
圧
」
を
知

っ
て
お
く
。

血
圧
は
毎
日
違
う

の
は
当
然
で
あ

り
、
普
段
の
安
静
時
血
圧
が
ど
れ

位
な
の
か
を
知

っ
て
お
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
自
宅
に
血
圧
計
が
あ

る
方
な
ど
は
、
「朝

・
夜

一
回
ず

つ

血
圧
測
定
を
継
続
す
る
」

「時
間

の
あ
る
時
に
」

「
測
定
前
は
五
分

間
安
静
」
に
し
て
や

っ
て
み
る
こ

と
が
望
ま
し
い
と

い
え
ま
す
。

ｏ
運
動
不
足
、
肥
満
、
喫
煙
、
睡
眠

不
足
等
は
血
圧
を
上
げ
る
要
員
に

な
る
の
で
、
日
常
生
活
の
過
ご
し

方
を
見
直
す
。

「動
脈
硬
化
」
と
は
、
血
管
の
内

側
に
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
な
ど
の
脂
肪

が
た
ま
り
、
血
管
が
狭
く
な
っ
た
り

す
る
状
態
を
い
い
ま
す
。
こ
の
状
態

が
、
十
年
位
の
長
い
時
間
を
経
て
脳

梗
塞

・
心
筋
梗
塞
等
を
引
き
起
こ
す

こ
の

「動
脈
硬
化
」
は
、
全
身
の

ど
こ
に
で
も
起
こ
り
、
残
念
な
こ
と

に
そ
の
症
状
と
い
う
も
の
は
現
れ
て

〈予
防
〉

ｏ
自
覚
症
状
が
な
い
の
で
、
定
期
的

に
血
液
検
査
を
実
施
し
、
状
態
を

把
握
す
る
。

ｏ
食
生
活
や
運
動
と
い
っ
た
日
常
生

活
に
留
意
す
る
。

ｏ
服
薬
し
て
い
る
場
合
は
、
自
己
判

断
で
中
断
し
な
い
。

今
す
ぐ
に
現
れ
る
効
果
で
は
な
く

て
も
、
「十
年
後
の
生
活
」
に
お
い
て

は
、
は
っ
き
り
と
そ
の
効
果
は
別
れ

て
現
れ
ま
す
。
「予
防
」
と
い
う
考
え

で
自
分
の
健
康
管
理
を
し
て
い
く
こ

と
が
望
ま
し
い
と
い
え
る
で
し
ょ
う
。

誕

生
莱

（相
内
）
洋

帆

（十
三
）

満

颯

（脇
元
）

徹

梨

（十
三
）
裕

慧

（相
内
）
　

泰

結

婚

義

文

（青

森
）

恵
久
子

（相
　
内
）

竜
　
樹

（小
　
泊
）

貴
　
子

（脇
　
一匹

（『　椰
（は田鶴

▼
お
く
や
み

海
　
久
　
通

（相
内
）

藤
　
た
　
け

（相
内
）

田

玲

美

（十
三

藤
　
マ
　
サ

（大
田
）

田
　
　
　
榮

（脇
元
）

谷
　
キ
ミ
ヱ

（相
内
）

川
　

ミヽ
　
ョ

（脇
元
）

③
③
③
③

二
月
、
三
月
は
村
内
の
四
つ
の
小

学
校
で
閉
校
式
が
行
わ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
の
小
学
校
に
取
材
に
出
か
け
た
。

各
小
学
校
で
聞
か
れ
た
共
通
の
言
葉

が

「あ
り
が
と
う
〇
〇
小
学
校
、
さ

よ
う
な
ら
〇
〇
小
学
校
」
。

小
学
校
無
く
な
る
と
い
う
こ
と
は
、

地
域
の
人
に
と
っ
て
も
や
は
り
寂
し

い
限
り
。
各
学
校
で
、
地
域
の
方
々

が
目
頭
を
押
さ
え
な
が
ら
歌
う
最
後

の
校
歌
が
印
象
的
で
し
た
。
四
月
に

は
、
市
浦
小
学
校
が
開
校
す
る
。

セ
ー
フ
テ
ィ
ー
硼
事
業
の
抽
選
が

行
わ
れ
、
「鉄
腕
ア
ト
ム
チ
ー
ム
」
が

見
事
百
万
円
の
栄
光
に
輝
い
た
。

回
目
の
硼
事
業
が
展
開
さ
れ
ま
す
。

登
録
す
る
全
チ
ー
ム
の
無
事
故
無
違

反
達
成
に
期
待
し
ま
す
。
　

Ｔ
一不
）

こ  愛ま 千ら真よお

黒 寺 山 佐 煤 佐 鳴

子 明 子 磨
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